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ｇ 合宿誘致の⽅法 

対象団体を誘致するための⽅法や、合宿誘致のために必要なこと等について 

・合宿等の誘致は、⼤学や⾼校に対して直接営業している。また、所属する南紀エリアスポーツ

合宿誘致推進協議会は旅⾏業者に対して営業を⾏っていることから、そこからの利用も増えて

いる。しかしながら、町としては、食事や宿泊に対して中間マージン（10〜15％）を取られる

ことから、旅⾏業者の介⼊は望ましく考えていない。 

・近年スポーツ観光に⼒を⼊れる旅⾏業者が増えている。また、業者に応じて得意なスポーツも

異なる。 

 

ｈ スポーツ合宿地に必要な機能や競争に打ち勝つ特徴について 

「施設水準・広さ・宿泊・食事・交通（送迎含む）・土産物・観光地等について」 

・スポーツ観光はグラウンドのクオリティが担保されていることは当然で、宿泊と食事の質を向

上させることが重要。また、送迎等の交通⼿段を確保する必要もある。 

・⼟産や観光は施設のアピールポイントとしては、備えているとよい。（ただし、まじめなクラブ

は練習が中⼼となるため、ターゲットにより異なる。） 

・週末等を利用した 1 泊 2 日の合宿が多い。2 月 8 月のシーズンには 5 泊 6 日が多い。中には 2

週間、1 ケ月といった利用もある。 

・2 週間の場合には 6 勤 1 休が⼀般的。なお、5 泊 6 日の場合には休養日はない。 

・合宿においても筋トレ等が⾏える基礎体⼒の向上をめざす施設の要望は多い。本施設では、そ

れら設備や道具を利用者に持ち込んでもらっているが、来年度の供用開始をめざして建設を予

定している。（合宿利用を増やす魅⼒の 1 つとなる。） 

・⼤会や合宿の誘致は広域で連携して⾏うことの効果が⾼い。⼤会は会場の確保、合宿は練習試

合の実施等メリットが多い。（競争ではなく共同） 

・サッカー、野球、ラグビー等多くの⼤会を開催。サッカーは 350 ⼈（12〜15 チーム）、野球は

360 ⼈（12 チーム）、ラグビーは 600 ⼈（30 チーム）規模で開催。野球は 1 試合が⻑く、効

率が悪い（3 試合/日程度しか組めない）。ラグビーは試合形式を変更して、3 つのグラウンド

をフルに活用して実施（2〜3 日で 100 試合）。 

・⼤会はホスト校を設定する（セレッソ⼤阪［サッカー］、御所実業⾼校［ラグビー］等）。そう

すると他のチームが集まってくる。なお、それらメジャーチームとのコネは職員個⼈の顔でつ

ないでいる。 

・⼤会には必ず地元のチームを⼊れて、地元のスポーツレベルを上げることにより地域住⺠の理

解や認知度が⾼まる。  
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ｉ 富田町スポーツ観光協議会について 

「官⺠が連携して取り組む、上富田町スポーツ観光協議会について」 

・上富田町スポーツ観光推進協議会は和歌山⼤学の先⽣をコーディネーター、アドバイザーに置

き、弁当等の仕出し部会、宿泊部会で構成される。特に仕出し部会は、弁当の試食会やパッケ

ージの検討等、多くの会議を重ねた。 

・スポーツに興味のない⼈など、⼗分町⺠に本事業の趣旨を周知できていない側面もある。 

・決算等の数字では本施設、本事業の効果を説明できない。南紀エリアスポーツ合宿誘致推進協

議会では地域に対する経済波及効果を算出している。町でも同様に経済波及効果を算出したい。 

 

ｊ 閑散期対策 

冬季や梅⾬など閑散期の利⽤促進等について 

・営業をかけるものの、閑散期の利用は少ない。そこで独自⼤会の企画等が重要になる。 

・冬場の利用は結構多い。サッカー、ラグビーはシーズン。⼀方、野球の利用は落ちる。 

・スポーツ観光を成功させるためには、地域利用、地域開放を担保しておくことも重要。（野球の

利用が少ない時期に、少年野球団への開放。平日昼間に地域のグラウンドゴルフ団体やゲート

ボールに貸し出し等。） 

・事業効果のアピール⼿法として、合宿や⼤会に訪れた有名選⼿による地元へのスポーツ教室開

催も効果が⾼い。 

 

ｋ その他 

・スポーツ弁当は 18,000 食/年の売上げとなっており、年々増加している。弁当のメニューは中

⻑期の合宿に対応するため 5 種類準備しており、ごはんの量も変えることができる。町内弁当

業者 6 社が協⼒して開発し、調理している。各業者のとりまとめと、同じメニュー、パッケー

ジで提供できるかがポイント（パンフレットも作成）。 

・課題解決に向けては、多様な取り組みが必要。 

・各種協会（日本ラグビーフットボール協会、日本サッカー協会等）に顔を出し、情報交換や情

報収集を⾏うことが重要。担当者の「顔」が⼤切。積極的に営業をしかけること。 

・利用者は関⻄が中⼼。関東への知名度はまだ低い。 

・効率や稼働率、営利等をめざす運営を⾏うのであれば、完全に⺠間にまかせることが効果的だ

が、地域利用等を考慮すると、そういうわけにもいかない。どのような運営を⾏うのか、⾏政

が方針を決める必要がある。 
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・H27 に国体が開催され、本施設も利用されたが、決して、国体を目的にしておらず、あくまで

契機と捉えている。 

・野球場を設けるのであれば、陸上を対象としたトラックを設けた方が良い。1 つのレーンを 1

つの学校に貸し出すことができ、7 レーンあれば 7 つの学校が集まる。非常に集客⼒が⾼い（同

時に 700〜800 ⼈）。なお、陸上トラックとサッカーコートの組み合わせは悪く、離して設置

する方が良い。また、周辺地域における設置状況等も調査する必要がある。 

・旅⾏業の資格を取得し、着地型観光としてスポーツ観光を推進する事例もある。（七尾市和倉温

泉）なお、上富田でも検討している。 

・イベント広場（屋根付き屋内運動場）は重要な施設。各スポーツにおけるアップの場所であっ

たり、雨天の中では練習できない「野球」への対応。必須ではないが、なければ客がこない。

また、⼤きさは 40m×50m 程度。夜間のフットサル等、平日の利用も多い。 

・現在は芝のバックアップ（サニタリー）を確保していない。J リーグのホームのように養⽣期

間を⻑くとれるなら別だが、養⽣期間が短いと張り替えても根付く前に剥がれてしまうためオ

ーバーシードで対応している。天然芝のグラウンドは、原則⼀日３試合まで等の条件を付けて

おり、⼀般貸しはしていない。 

・⼈工芝は、使用頻度にもよるが約 10 年で張替えが必要。上富田でも⼈工芝のヘタリが出てき

ており、芝を起こす機械も導⼊しているが限界に来ており、張替を検討している。 

・遊具広場は、遊具の維持管理が⼤変でリスクも⼤きいので、なくてもよい。 

・ヘタ地でも余剰地は芝張りとしてウォームアップエリアとして活用している。 

・スポーツセンターパンフレットは、日本語版、英語版を作成している。 
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④ 現地写真 

野球場 野球場 

野球場 野球場ブルペン 

人工芝・クラブハウス 人工芝野球（余剰スペース活⽤） 

  
クラブハウスロッカールーム クラブハウスシャワールーム／指定管理者 NPO 
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天然芝グラウンド 天然芝グラウンド 

屋内イベント広場（屋根付練習場） 屋内イベント広場（屋根付練習場） 

メイン天然芝グラウンド 
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余剰地ウォーミングアップエリア 余剰地ウォーミングアップエリア 

テニスコート 4 ⾯（オムニコート） 散水⽤井⼾ 

トレーニングロード メイン天然芝グラウンドオーバーシード養⽣ 

町担当者 紀州口熊野ラグビーフェスタ 
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⑤ 上富田スポーツセンターパンフレット 
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⑥ 上富田スポーツ弁当パンフレット 
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⑦ 上富田スポーツセンター利⽤状況 

 平成 26 年度利⽤状況 

 平成 27 年度利⽤状況 
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⑧ 上富田町スポーツ合宿宿泊集計表 

泊 

泊 

泊 

宿泊 備考

宿泊 備考

宿泊 備考
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⑨ 上富田町スポーツ観光推進協議会の取組み 
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⑩ 上富田スポーツセンター弁当集計表 
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２）J-GREEN 堺（堺市⽴サッカー・ナショナルトレーニングセンター） 

① J-GREEN 堺の概要 

J-GREEN 堺は、日本最⼤級の施設規模を誇り、サッカーをはじめとするスポーツ・レクリエーショ

ン活動の振興を図るスポーツ施設である。 

⼤和川の河⼝左岸、堺泉北港の北端に位置し、⼤阪ガス所有の工場の跡地を利用し、堺市が⼤阪府

と日本サッカー協会の⽀援を受けて整備した。 

 

② 視察概要 

内容：J-GREEN 堺視察並びに市担当職員、指定管理者へのヒアリング 

日時：2017.2.23 10：00〜 

場所：J-GREEN 堺 

 

③ ヒアリング記録 

堺市担当職員、指定管理者へのヒアリング記録を以下にまとめる。 

ヒアリングは「施設レベル」「施設維持管理の方法」「グラウンドの年間利用状況」「合宿誘致・

⼤会誘致の方法」「スポーツ合宿地・⼤会開催地に必要な機能や競争に打ち勝つ方法」等のテーマ

を明らかにした上で実施した。 

 

ａ 施設レベルについて 

「グラウンドの仕様や水準」 

・全国規模⼤会や国際⼤会の誘致ができるよう、⼈工芝については、JFA 公認や FIFA 公認の⼈工

芝かつ、稼働時間を考慮した耐久性の⾼い⼈工芝が求められる。 

・天然芝についても、様々な年代、団体の利用、国際⼤会をも受け⼊れられるように、常緑を前

提として維持管理が求められる。なお、天然芝の明確な公認の基準はない。 

・トップリーグの利用は、良好な状態の天然芝のグラウンドを準備することが必須となる。また、

常緑でなければ、キャンプの誘致も難しい。 

・天然芝グラウンドは国際⼤会等を開催できるレベルを想定して整備、維持管理している。 

・⼈工芝のＳ6/7 コートは、JFA 公認かつ FIFA2 スターのレベルに設定している。国際⼤会（⼥

子ワールドカップ等）などは⼈工芝で開催することもあり、その事前練習なども想定した。 

・⼈工芝の S8〜13 コート及び S15/16 コートは JFA 公認を取得しており、JFA が指定する⼤会

や各種全国⼤会予選などの開催を想定した。 
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・⼈工芝の S14 コートは JFA 公認を取得していないものの、トラックやラグビーポールを備え、

陸上やラグビー、ラクロスなど多種目での利用を想定した。 

・近年の⼈工芝の品質は向上しており、レベルを保てば、⼤きな⼤会等でも⼗分利用できる。 

「天然芝・人工芝の区分」 

・グラウンドの利用区分は 2 時間 1 コマとしており、天然芝については、⼀日最⼤ 4 時間（2 コ

マ）かつ 1 週間最⼤ 8 時間（4 コマ）までとしている。なお、⼈工芝については、特に利用規

制は設けていない。 

・現在、天然芝が 5 面、⼈工芝が 11 面、フットサルが 8 面あり、収⽀をとれる利用率を考慮す

るとともに、敷地の中で、最⼤限確保できる面数を設定し、⼈工芝と天然芝の面数割合を決定

した。なお、日本で 1 施設における最⼤の面数になるようにも設定している。 

「クラブハウスの施設水準」 

・会議室やロッカーハウスなどは必須。そのほか、来場者が休憩できるスペースとしてレストラ

ンや売店、プロショップ等を併設している。 

・来場者にインパクトを与えるような展示スペースなどがあると、施設価値の向上を図ることが

できる。 

・クラブハウスは、サッカー日本代表の練習を想定したロッカーや会議室等を設けているととも

に、JOC が指定する競技別強化拠点の要件を満たした仕様となっている。 

 

ｂ 施設維持管理の⽅法 

「天然芝のグラウンドの維持管理の内容等について」 

・年間通して常緑の状態を保てるように、グラウンドキーパーに外部委託している。なお、グラ

ウンドキーパーは施設に常駐している。 

・オーバーシードは、9 月中旬から 11 月中旬にかけて実施している。養⽣期間は、各グラウンド

（5 面）の重複を極⼒避けるように工夫しながら、1 ケ月程度を確保している。 

・冬芝から夏芝への切替えが難しい状態の年は、5〜6 月頃に薬剤散布を⾏う兼合いで、約 1 ケ月

程度の養⽣を⾏うこともある。 

・維持管理は、グラウンドの状態や気候、風⼟等を勘案しながら、毎年試⾏錯誤を重ねながら実

施している。 

・トップリーグ専用グラウンドは 3000 万円/面程度の費用をかけて維持管理している。しかしな

がら、養⽣期間も相当⻑く確保する必要があり、施設の日常の営業や運営を考えると、専用グ

ラウンド以外では非常に難しい。1000 万円/面が最低ライン。 
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・天然芝グラウンドの利用料だけでは、天然芝グラウンドの維持管理費を捻出できない。 

・ナーセルはあった方が良い。 

「人工芝のグラウンドの維持管理の内容等について」 

・年間 2〜3 回のブラッシング（自主）に加え、破損箇所の修繕等はメーカーに依頼している。 

・本施設では、1800 時間/年の利用を前提に 6 年間のメーカー補償がある。しかしながら、想定

の倍程の利用が⾏われているため、3 年間で補償が切れてしまう。 

・⼈工芝の張替えは 1 億円/面程度の費用がかかる。 

 

ｃ グラウンドの年間利⽤状況 

「年間の利⽤者数・利⽤団体等について」 

・平成 27 年度の実績は、利用者数 578,735 ⼈、観客者数 157,917 ⼈の計 736,652 ⼈。 

・利用団体はサッカー協会（日本・関⻄・⼤阪）や街クラブ、周辺の学校の部活動など多岐にわ

たる。 

 

ｄ 合宿誘致の⽅法について 

「対象団体を誘致する⽅法や、誘致のために必要なこと等について」 

・合宿対象団体は、プロ・企業スポーツ・社会⼈・⼤学⽣・⾼校⽣・⼩中学⽣等多岐にわたると

ともに、国内に限らず、海外からの団体の利用もある。 

・合宿誘致は、営業や日本サッカー協会、旅⾏代理店、各団体などに対して営業を⾏っている。 

 

ｅ 大会誘致の⽅法について 

「対象団体を誘致する⽅法や、誘致のために必要なこと等について」 

・⼤会対象団体は、日本、関⻄、⼤阪府サッカー協会主催及び、主管の⼤会、堺サッカー連盟。 

・⼤会のスケジュールは、堺市からの利用希望等も勘案し、前年度に翌年度の優先調整を⾏って

いる。その他は施設側が主催となる自主事業として開催している。なお、関係各所へのヒアリ

ングを⾏い、閑散期や平日はイベント業者への営業も⾏っている。 

  



34 

 

ｆ スポーツ合宿地に必要な機能や競争に打ち勝つ⽅法について 

「施設水準・広さ・宿泊・交通・土産物・観光地等について」 

・海外団体の誘致には、アクセス条件等の利便性が重要になる。 

・天然芝や⼈工芝を⾼い水準に維持すれば、多くの団体から問い合わせを受けることができる。 

・宿泊施設を設置したことで、海外団体の利用件数が⼤幅に増加した。 

・本施設の利用者を堺市内に観光等で誘導することが課題。 

・サッカー協会をはじめとする関係各所とのコミュニケーションが重要。また、利用時には最⼤

限の対応を⾏うとともに、スケジュールが厳しくとも、受⼊れの努⼒を⾏うことも⼤切。 

 

ｇ その他 

・築年数とともに修繕箇所が増え、（他の経費も考慮したうえでの）修繕費の捻出が必要となる。 

・合宿地として、トレーニングジム・プール等の屋内施設のニーズは年々増加している。 

・施設の状況把握や対応など、⼤規模な施設に対する効率的な管理運営体制の構築や、利用者 1

⼈ 1 ⼈に対する細やかなサービスの向上が必要。 

・市も含めた⼤会や合宿の受け⼊れや、コンベンション制度の確⽴がポイント。 

・特定のスポーツに特化すれば施設の充実度が重視されるが、多様なスポーツの利用を受け⼊れ

られる多機能な施設であることも⼤切。 

・公的施設であるため、⾏政が優先予約権をもっている。市⺠利用や地域、協会等の⼤会で週末

の利用が埋まってしまう場合があり、合宿等の誘致に⽀障がでる場合がある。トップリーグ利

用、合宿利用、市⺠利用等の施設の方向性を定めることが重要。 

・駐⾞場収⼊は非常に重要な資⾦源となる。年間で 1 億円程度の収⼊がある。 

・⼩中学⽣の利用は、保護者等の観客利用も多く、非常に収益性が⾼い。 

・宿泊並びにグラウンドの利用について、週末及び夏休み等の利用は、自然と埋まってしまう。

年間の利用日数・枠が決まっている以上、収益をあげるためには、平日の利用率を向上させる

ことがポイント。 

・現在、市から指定管理料はもらっていない、利用料収⼊のみで維持管理費をまかなっており、

年間 4000 万円程度を市に納付している。昨年の売上げは 4 億 7000 万円程度（グラウンド利

用料として 2 億 5000 万円程度、他の主要な収⼊源として、駐⾞場、レストラン、スポンサー

ド等がある）。 

・合宿における宿泊費は、⼀般で 8500 円/泊、トップアスリートで 12000 円/泊程度。トップア

スリートの場合、食事等がクラブのリクエストを受けた特別メニューとなる。施設は 250 ⼈定

員で年間 36000 泊程度の実績がある。  
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④ 現地写真 

天然芝メインフィールド【S1】 芝⽣シート養⽣ 

天然芝フィールド【S2-5】 人工芝フィールド【S6-14】 

人工芝の更新 400m トラック付人工芝フィールド【S14】 

屋根付き人工芝フットサルフィールド【F1-3】 センター広場 
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ナーセル グラウンドキーパー詰所 

クラブハウス全景 クラブハウスロビー 

クラブハウス会議室（大） クラブハウス会議室（小） 

クラブハウスミーティングルーム クラブハウス応接室 
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サッカーショップ「KAMO」 カフェレストラン「タッチライン」 

宿泊施設「ドリームキャンプ」全景 宿泊施設ロビー 

宿泊施設壁画 宿泊施設レストラン「off the pitch」 

足湯 移動販売⾞ 
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⑤ J-GREEN 堺パンフレット 

 

 


